
３　　小平市　教育委員会だより 平成28年（2016年）3月15日

の
考
案
や
ポ
ス
タ
ー

原
画
作
成
の
ほ
か
、

当
日
の
司
会
、
舞
台

運
営
、
学
校
紹
介
を

行
い
、
発
表
会
の
運

営
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

発
表
文
集
は
、
小

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

〈
地
域
学
習
支
援
課
〉

 　

経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食
費
や
学
用

品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お
困
り
の
方
に
対

し
て
、
就
学
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
公
立
小
・
中
学
校

に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ
る

▽
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
育
成
手
当
と
は

別
の
制
度
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
生
活
保
護

費
で
支
給
さ
れ
な
い
部
分
の
み
の
援
助
）

▽
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育
費
で
困
っ

て
い
る

援
助
の
内
容

▽
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費

▽
学
校
給
食
費

▽
校
外
活
動
費
（
遠
足
・
移
動
教
室
な
ど
）

▽
修
学
旅
行
費

▽
新
入
学
児
童
・
生
徒
学
用
品
費

▽
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
文
集
代

▽
体
育
実
技
用
具
費
（
柔
道
着
な
ど
）

▽
医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法
第　

条
に

２４

基
づ
く
疾
病
の
治
療
の
み
）

▽
通
学
費
（
通
学
距
離
が
長
距
離
の
場
合

の
み
）

申
込
み　

申
請
書
（
市
内
の
公
立
小
・
中

学
校
ま
た
は
学
務
課
で
配
布
）
に
必
要
事

平
成　

年
度

２８就
学
援
助
の
ご
案
内

　

１
月
８
日
（
金
）
に
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
市
立
中
学
校
８

校
の
代
表
生
徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を

自
分
の
言
葉
で
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
番
校
の
小
平
第
三
中
学
校
生

徒
会
が
、
意
見
発
表
会
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

「
つ
な
が
れ
未
来
へ　

ぼ
く
ら
の
思
い
」

　

小
・
中
学
校
の
健
康
診
断
の
検
査
項
目

を
定
め
る
国
の
規
則
が
改
正
さ
れ
、
平
成

　

年
度
か
ら
検
査
項
目
が
変
わ
り
ま
す
。

２８そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
座

高
の
測
定
」
と
「
寄
生
虫
卵
検
査
」
は
、

今
後
は
行
わ
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
か
ら
新
た
に
「
四

２８

肢
の
状
態
の
検
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

中
学
校
生
徒
意
見
発
表
会

小
・
中
学
校
の
健
康
診
断
の

検
査
項
目
の
変
更

１　

現
状
と
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

小
平
市
立
学
校
で
は
、
学
校
の
教
育
活

動
中
の
自
転
車
活
用
に
つ
い
て
は
原
則
禁

止
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
保
護
者
や
市
民
の
方
か

ら
休
日
の
部
活
動
時
に
お
け
る
自
転
車
の

活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
求
め
る

声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
年
に
１
回
、
協
議
会
を
設
定

し
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者
、
地
域
、
関

係
機
関
（
※
１
）
の
代
表
者
で
、
部
活
動

時
に
お
け
る
自
転
車
活
用
と
児
童
・
生
徒

の
安
全
な
自
転
車
活
用
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
転
車
の

活
用
の
実
態
を
踏
ま
え
た
協
議
に
な
る
よ

う
平
成　

年
３
月
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

２７

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
対
象
は
抽
出
し
た
中
学
校
３
校
の

部
活
動
顧
問
、
部
活
動
に
所
属
し
て
い
る

１
・
２
年
生
（
調
査
対
象
時
）
お
よ
び
保

護
者
で
す
。

２　

部
活
動
生
徒
等
の
自
転
車
活
用
に
関

す
る
調
査
結
果

　

校
外
へ
移
動
す
る
際
の
自
転
車
活
用
に

つ
い
て
、「
必
要
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
割

合
は
、
生
徒
の
約　

％
、
顧
問
の
約　

％

５８

３４

で
し
た
。
保
護
者
は
約
半
数
ず
つ
の
回
答

で
し
た
。

　
「
必
要
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
理
由
は
、

「
交
通
費
が
か
か
ら
な
い
か
ら
」
が
最
も

多
く
、
次
い
で
自
転
車
の
利
便
性
を
求
め

る
も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
必
要
で
は
な
い
」
と
回
答
し
た
理
由

は
、「
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い
か
ら
」
と

「
決
ま
り
だ
か
ら
」
が
多
く
、
そ
の
他
と

し
て
、「
自
転
車
事
故
が
増
加
し
て
い
る

中
、
活
用
禁
止
を
解
除
す
る
必
要
は
な

い
」「
一
人
一
人
で
い
る
と
き
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
る
が
、
集
団
で
行
動
す
る
と
先

に
行
く
生
徒
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
が
守
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と

不
安
を
訴
え
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

３　

こ
れ
か
ら
の
安
全
な
自
転
車
活
用
に

向
け
て

　

各
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
も
、「
自
転
車

安
全
利
用
五
則
」（
警
視
庁
交
通
総
務
課
）

を
用
い
た
交
通
安
全
指
導
や
自
転
車
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
も
の
、
ス
ケ
ア

ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト
方
式
（
※
２
）
に
よ
る

交
通
安
全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
交
通
安
全
指
導
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、「
歩
道
を
通
る
と

き
、
車
道
寄
り
を
徐
行
」「
信
号
遵
守
、
一

時
停
止
、
安
全
確
認
」
な
ど
に
つ
い
て
、

「
よ
く
守
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
生
徒

が
ほ
と
ん
ど
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

と
す
る
意
識
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
一
方
、
自
転
車
の
定
期
的
な
点
検
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
夜
間
で
も
目
立
つ
服

装
で
安
全
に
配
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
で
き
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
生
徒

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
を
安
全
に
活
用
す
る
意
識
を
高

め
る
に
は
、
保
護
者
が
児
童
・
生
徒
と
共

に
自
転
車
の
点
検
を
行
っ
た
り
、
一
緒
に

行
動
す
る
時
に
安
全
な
乗
り
方
の
見
本
を

見
せ
た
り
す
る
な
ど
、
ご
家
庭
で
の
取
組

も
大
切
で
す
。
ま
た
、
加
害
者
に
な
ら
な

い
た
め
に
注
意
す
る
こ
と
や
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
も
、
折
に
触
れ
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
の

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
な
ど
の
地

域
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
を
通
し
て
、
小
平
市
の
児
童
・

生
徒
が
自
転
車
を
安
全
に
活
用
す
る
意
識

を
育
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

※
１　

関
係
機
関
と
は
、
小
平
市
、
小
平

警
察
署
、
小
平
市
体
育
協
会
な
ど
で
す
。

※
２　

ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト
方
式
と

は
、
プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
実
物
の
自

動
車
や
自
転
車
を
使
用
し
て
交
通
事
故
を

再
現
し
、
注
意
を
喚
起
す
る
方
法
で
す
。

小
平
市
の
児
童
・
生
徒
が
自
転
車
を
安

全
に
活
用
す
る
た
め
に
（
協
議
会
の
実

施
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て
）
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　多摩武蔵納税貯蓄組合連合会、東村山間税会、東村山税務署では、中学生に税への関
心を深めてもらうために、毎年、税についての作文、標語を募集しています。
　昨年１２月１１日（金）に、健康センターで表彰式が行われました。
　市内の中学校に通う生徒の多くの作品の中から、表のとおり、税の作文は１６人の入選
と１校への感謝状の授与、税の標語は１３人の入賞が決定しました。 〈指導課〉
税についての作文　入選者（敬称略）

氏　名学校名賞　　名
赤松　廉規小平第四中学校小平市長賞
滝沢　理華創 価 中 学 校小平市教育委員会賞

石渡　遥也花小金井南中学校小平市租税教育推進協議会会
長賞

岡 本 理 咲上 水 中 学 校東京都立川都税事務所長賞
平山　凱大小平第五中学校東京国税局長賞

前田　春佳小平第五中学校多摩武蔵納税貯蓄組合連合会
会長賞

髙嶋　　杏小平第一中学校

多摩武蔵納税貯蓄組合連合会
優秀賞

河野麻理菜小平第二中学校
吉田　翔太小平第二中学校
西野　結月小平第三中学校
松原　大地小平第四中学校
横 山　 楽小平第六中学校
小林　俊介小平第六中学校

阿 部　 風花小金井南中学校一般社団法人東村山青色申告
会会長賞

岸原　汐里白梅学園清修中学校公益社団法人東村山法人会会
長賞

三戸見麗奈花小金井南中学校東京税理士会東村山支部長賞

作文募集についての協力が特に顕著な中学
校に対する感謝状

学校名賞　　名

花小金井南中学校多摩武蔵納税貯蓄組合連合会
学校感謝状

税の標語　入選者（敬称略）
氏　名学校名賞　　名
河村　愛奈小 平 第 三 中 学 校小平市長賞
野澤　忠永小 平 第 二 中 学 校東村山税務署長賞
相澤　幸志小 平 第 四 中 学 校小平市商工会長賞
宮崎　博志創 価 中 学 校東村山間税会会長賞
田中　大樹小 平 第 六 中 学 校

全国間税会総連合会入選 小玉　侑奈花小金井南中学校
稲葉真梨愛白梅学園清修中学校
澤村　尚樹小 平 第 五 中 学 校

東京国税局間税会連合会入選 阿部心夕妃小 平 第 六 中 学 校
髙柳　朗人花小金井南中学校
𣘺本　菜月上 水 中 学 校一般社団法人東村山青色申告

会会長賞
渡邉　茉莉小 平 第 三 中 学 校公益社団法人東村山法人会会

長賞
佐藤　由依小 平 第 一 中 学 校東京税理士会東村山支部長賞

　
「
四
肢
の
状
態
の
検
査
」
と
は
、
両
腕
両

足
の
形
態
や
発
育
を
診
る
と
と
も
に
、
背

骨
・
胸
・
関
節
・
骨
な
ど
の
運
動
器
の
疾

病
や
異
常
の
発
見
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。
学
校
か
ら
、
事
前
に
「
運
動
器
検
査

保
健
調
査
票
」
が
配
ら
れ
ま
す
。
ご
家
庭

で
お
子
さ
ん
の
様
子
を
記
入
し
て
、
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

学
務
課
☎　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

７
１

項
を
記
入
し
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
、
課
税
・

非
課
税
証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
在
籍
す

る
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
公
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
場
合
は
、
学
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

４
月
分
か
ら
の
援
助
を
希
望
す
る
場
合

は
、
４
月　

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て

１５

く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請

書
の
代
わ
り
に
、
学
校
か
ら
渡
さ
れ
る
委

任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
務
課
☎　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

７
０

問合せ　地域学習支援課　☎042（346）9834
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◆1月16日（土）ルネこだいら大ホール
第12回　小平よさこいスクールダンスフェスティバル in 2016

　「小平よさこい」は、地域の幼児・小学生から
社会人まで、幅広い年齢層に親しまれており、今
回は21チームが出場しました。
　当日は出演者907人を含めて1,635人が集い、
日頃の練習の成果を披露する小学生の姿や、大学
生のキレのあるダンスに、温かい声援が送られま
した。エンディングでは、舞台・客席がひとつになって盛り上がりました。

第9回　多摩六都ヤング・ダンスフェスティバル
◆2月28日（日）ルネこだいら大ホール
　多摩北部都市広域行政圏（多摩六都）域内の高
校から、14校30チームが出場し、出演者490人
を含めて1,800人以上が、会場を訪れました。
　各チームのパワフルなステージに会場は大いに
盛り上がり、高校生たちが自ら企画したエンディ
ングでは、出場した全校から参加があり、大迫力のダンスが繰り広げられました。
　当日は、受付や会場整理なども、参加した高校生たちが行いました。
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Ａ
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。
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感
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追
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感
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。
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Ａ
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。
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。
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迎
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〈
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〉

こ
ど
も　

番
の
い
え
を

１１０

ご
存
知
で
す
か
？

〈「こども１１０番のいえ」プレート〉


